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論壇
Ⅰ

は
じ
め
に

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
社

会
保
障
費
が
増
大
す
る
一
方
、

社
会
保
険
料
収
入
は
人
口
減
少

に
伴
い
減
少
し
て
い
る
。
社
会

保
障
に
充
て
る
た
め
予
定
さ
れ

て
い
た
消
費
税
率
の
引
上
げ
は

平
成
31
年
10
月
に
再
延
期
と
な

り
、
ま
す
ま
す
社
会
保
障
を
と

り
ま
く
状
況
が
悪
く
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
消
費
税
率
の
引
上

げ
を
し
た
と
し
て
も
、
今
後
進

む
高
齢
化
社
会
に
十
分
対
応
し

う
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
今
後
予

想
さ
れ
る
社
会
保
障
費
の
増
大

に
対
し
、
老
齢
年
金
の
公
平
な

課
税
の
あ
り
方
を
検
証
し
た

い
。老

齢
年
金
を
受
給
し
た
際
の

課
税
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
は

担
税
力
が
低
い
の
で
保
護
す
べ

き
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
公
的

年
金
等
控
除
を
創
設
し
、
課
税

の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
か
つ

て
の
高
齢
者
は
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
者
が
多
数
で
あ
っ

た
が
、
現
状
で
は
年
金
を
受
給

し
な
が
ら
就
労
し
て
い
る
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
年
金
を
受
給
し
な
が
ら
就

労
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
公
的

年
金
等
控
除
と
給
与
所
得
控
除

の
二
つ
の
控
除
を
受
け
、
現
役

世
代
と
比
べ
課
税
最
低
限
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
就
労
し
て

い
る
高
齢
者
の
み
を
優
遇
す
る

こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

見
て
問
題
が
あ
り
、
現
役
世
代

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
税
体

系
に
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

Ⅱ

老
齢
年
金
の
課
税
上
の
課
題

現
行
の
老
齢
年
金
制
度
は
、

原
則
的
に
は
拠
出
時
と
運
用
時

が
非
課
税
で
、
給
付
時
が
課
税

と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
給
付
時
に
は
公
的
年

金
等
控
除
が
あ
る
た
め
、
給
付

時
課
税
が
必
ず
し
も
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、
拠

出
時
と
給
付
時
に
お
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
と
公
的
年
金
等

控
除
の
二
回
の
控
除
を
受
け
て

お
り
、
二
重
の
恩
恵
を
与
え
る

税
制
と
な
っ
て
い
る
。

公
的
年
金
等
控
除
は
、
高
齢

者
の
担
税
力
が
低
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
政
策
的
配
慮
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
実
際
に
は
、
高
齢
者
の
中

に
も
担
税
力
の
高
い
高
額
所
得

者
も
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
行

の
公
的
年
金
等
控
除
で
は
、
高

額
所
得
者
で
あ
る
高
齢
者
に
対

し
、
手
厚
い
保
護
を
行
う
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公

的
年
金
等
控
除
額
を
所
得
で
は

な
く
年
齢
で
分
け
て
い
る
た
め

で
あ
り
、
高
齢
者
の
世
代
内
格

差
を
助
長
し
て
い
る
要
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
公
的
年
金
等
控
除
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
老
齢
年
金
制
度
を
議

論
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
金

受
給
者
と
給
与
所
得
者
の
所
得

計
算
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
平
成
16
年
以
前

は
、
公
的
年
金
等
控
除
は
給
与

所
得
控
除
よ
り
相
対
的
に
控
除

額
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、

平
成
16
年
度
税
制
改
正
に
よ
り

公
的
年
金
等
控
除
の
引
下
げ
が

実
施
さ
れ
、
65
歳
以
上
で
年
収

3
0
0
万
円
以
上
の
者
に
つ
い

て
は
、
公
的
年
金
等
控
除
と
給

与
所
得
控
除
の
控
除
額
の
差

は
、
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
控
除

と
給
与
所
得
控
除
の
控
除
額
の

差
が
解
消
さ
れ
た
の
は
、
あ
く

ま
で
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
者
と
給
与
の
み
を
受
給
し
て

い
る
者
で
あ
り
、
年
金
と
給
与

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
者

は
、
公
的
年
金
等
控
除
と
給
与

所
得
控
除
の
い
ず
れ
の
適
用
も

受
け
て
い
る
。
就
労
し
て
い
る

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
現
在

で
は
、
就
労
し
て
い
る
高
齢
者

を
優
遇
し
過
ぎ
る
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
世
代
間
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
も
不
公
平
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
。

Ⅲ

老
齢
年
金
制
度
の
設
計
の
提
案

老
齢
年
金
制
度
の
設
計
の
提

案
と
し
て
は
、
課
税
上
、
拠
出

時
と
給
付
時
に
二
回
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
現
状
の
見
直
し
と

し
て
、
給
付
時
の
公
的
年
金
等

控
除
の
廃
止
が
あ
げ
ら
れ
る
。

拠
出
時
は
社
会
保
険
料
と
し
て

強
制
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
拠
出
時
よ

り
給
付
時
に
課
税
し
た
方
が
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
考
え
る

た
め
で
あ
る
。

理
論
上
は
こ
の
よ
う
に
公
的

年
金
等
控
除
の
廃
止
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
高
齢

者
の
反
発
は
必
至
で
あ
る
。
そ

こ
で
実
現
可
能
性
を
考
え
、
高

齢
者
に
過
大
な
負
担
を
強
い
る

の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
高

齢
者
と
現
役
世
代
で
同
じ
よ
う

な
税
負
担
に
な
る
よ
う
な
課
税

体
系
を
検
討
す
る
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
就

労
が
増
加
す
る
中
で
、
高
齢
者

世
代
と
現
役
世
代
に
お
い
て
、

課
税
最
低
限
を
基
本
的
に
は
同

水
準
に
保
つ
よ
う
に
す
る
た

め
、
公
的
年
金
等
控
除
額
の
計

算
上
、
公
的
年
金
等
と
給
与
収

入
の
合
計
額
を
基
に
み
な
し
給

与
所
得
控
除
額
を
計
算
し
、
実

際
の
給
与
所
得
控
除
額
と
の
差

額
を
公
的
年
金
等
控
除
額
と
す

る
。公

的
年
金
等
を
「
給
与
等
」

と
み
な
し
て
給
与
所
得
と
し
て

課
税
す
る
昭
和
62
年
度
税
制
改

正
前
の
制
度
に
戻
し
た
方
が
分

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
昭
和
62
年
度
税
制
改

正
で
「
給
与
所
得
控
除
は
、
勤

務
関
係
を
前
提
と
し
勤
務
に
伴

う
経
費
を
概
算
的
に
控
除
す
る

と
と
も
に
勤
務
関
係
に
特
有
の

非
独
立
的
な
役
務
提
供
、
使
用

者
に
よ
る
空
間
的
・
時
間
的
な

拘
束
と
い
っ
た
諸
点
に
着
目
し

て
、
給
与
所
得
と
他
の
所
得
と

の
負
担
調
整
を
図
る
趣
旨
か
ら

設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
こ
の
よ

う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
公

的
年
金
に
つ
い
て
、
給
与
所
得

控
除
を
適
用
す
る
こ
と
は
合
理

的
で
は
な
い
注
。」
と
い
っ
た

指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
公
的
年

金
等
に
つ
い
て
給
与
所
得
控
除

を
適
用
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。

そ
こ
で
、
計
算
技
術
上
、
公

的
年
金
等
を
「
給
与
等
」
と
み

な
し
て
、
公
的
年
金
等
控
除
を

計
算
す
る
。
現
在
の
給
与
所
得

控
除
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
簡

素
で
、
か
つ
、
現
役
世
代
と
高

齢
者
が
同
じ
水
準
の
課
税
最
低

限
と
な
り
、
公
平
な
課
税
が
行

え
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
65
歳
以
上
の
低
所

得
者
に
と
っ
て
は
、
公
的
年
金

等
控
除
額
と
給
与
所
得
控
除
額

の
控
除
額
に
は
差
が
あ
る
の

で
、
65
歳
以
上
の
年
金
の
み
で

生
活
を
し
て
い
る
低
所
得
者
は

増
税
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
年

金
等
と
給
与
収
入
の
合
計
額
が

3
4
0
万
円
以
下
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
み
な

し
給
与
所
得
控
除
を
一
律
1
2

0
万
円
の
定
額
控
除
（
収
入
金

額
を
控
除
額
の
限
度
と
す
る
。

以
下
同
じ
。）
と
す
る
。
収
入

金
額
を
3
4
0
万
円
と
し
た
の

は
、
現
行
の
65
歳
以
上
の
公
的

年
金
等
控
除
の
1
2
0
万
円
の

控
除
額
と
給
与
所
得
控
除
額
と

が
同
じ
に
な
る
収
入
金
額
が
3

4
0
万
円
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
65
歳

以
上
の
低
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
公
的
年
金
等
控
除

と
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
低
所
得
な
高

齢
者
へ
配
慮
を
設
け
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
世
代
内
の
格
差

是
正
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
は
、
年
金
と
給
与
の
合
計

が
3
4
0
万
円
超
と
な
る
高
齢

者
に
対
し
て
は
、
現
役
世
代
と

同
水
準
の
給
与
所
得
控
除
が
適

用
さ
れ
、
世
代
間
格
差
の
解
消

を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、
次
の
点
よ
り
、
65
歳

未
満
の
低
所
得
者
へ
の
特
段
の

配
慮
は
、
設
け
な
い
こ
と
と
す

る
。
ま
ず
、
65
歳
未
満
の
公
的

年
金
等
控
除
額
と
給
与
所
得
控

除
額
に
は
大
差
が
な
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
老
齢
基

礎
年
金
は
す
で
に
支
給
開
始
年

齢
が
65
歳
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
老
齢
厚
生
年
金
に

つ
い
て
も
、
支
給
開
始
年
齢
が

徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
平
成
42
年
に
は
男
女
と
も

に
65
歳
以
上
か
ら
の
支
給
に
変

わ
る
。
つ
ま
り
、
現
段
階
で

も
、
65
歳
未
満
で
公
的
年
金
等

の
み
を
受
給
し
て
い
る
者
は
少

な
く
、
今
後
は
65
歳
未
満
で
公

的
年
金
等
を
受
給
す
る
数
は
さ

ら
に
減
少
し
て
い
く
。
こ
れ
ら

の
こ
と
よ
り
65
歳
未
満
の
低
所

得
者
へ
の
配
慮
は
設
け
な
い
こ

と
に
す
る
。

Ⅳ

お
わ
り
に

老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
公

的
年
金
等
控
除
が
高
齢
者
を
優

遇
し
過
ぎ
て
お
り
、
特
に
就
労

し
て
い
る
高
齢
者
は
、
公
的
年

金
等
控
除
と
給
与
所
得
控
除
の

二
つ
の
控
除
を
受
け
、
現
役
世

代
と
比
べ
課
税
最
低
限
が
大
き

く
、
大
幅
に
優
遇
さ
れ
て
き

た
。
今
後
さ
ら
な
る
高
齢
化
社

会
と
と
も
に
高
齢
者
の
就
労
割

合
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
今
、
公
的
年
金
等
を
計
算

技
術
上
、「
給
与
等
」
と
み
な

し
て
計
算
す
る
こ
と
で
、
現
役

世
代
と
の
不
公
平
感
は
な
く
な

り
、
簡
素
で
、
か
つ
、
担
税
力

に
応
じ
た
課
税
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
世
代
間
の
課
税
の
公
平

が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一

方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
み
な
し
給
与
所
得

控
除
を
一
律
1
2
0
万
円
の
定

額
控
除
と
す
る
こ
と
で
、
低
所

得
な
高
齢
者
へ
配
慮
を
図
り
、

真
の
弱
者
に
も
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
の
世

代
内
の
格
差
是
正
に
も
な
る
で

あ
ろ
う
。

高
齢
化
社
会
が
進
行
し
、
社

会
保
障
費
が
増
大
す
る
中
、
高

齢
者
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
た
理

由
で
優
遇
し
過
ぎ
る
の
で
は
な

く
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代

の
計
算
方
法
を
統
一
す
る
こ
と

で
、
世
代
間
格
差
や
世
代
内
格

差
の
是
正
に
も
つ
な
が
る
。
担

税
力
に
応
じ
た
適
切
で
公
平
な

税
体
系
を
構
築
す
べ
き
と
き
が

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

公
的
年
金
等
課
税
の
あ
り
方
の
提
言

幸徳克典
【葛飾】

脚 注
注「税制の抜本的見直しについての答申」43頁 税制調査会（1986年）
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